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公募研究：2000～2002年度

生物種間を通じて共通して発現する生殖細胞特異的遺伝子群に着目
した進化学研究
●吉村　康秀

九州大学大学院医学研究院

〈研究の目的と進め方〉
研究代表者は、これまで生殖細胞における‘翻訳され

るレトロポゾン化したイントロンレス遺伝子’に特に着
目して研究を展開してきた。このような遺伝子について、
まず哺乳類において体系化し、他哺乳類→鳥類→両生類
→魚類…と他生物種において進化を遡るようにこれら遺
伝子のorthlogous  geneの存在をそのゲノム構造まで含め
て解析し、それらがいつ頃どのように付加されてきたの
か調べる。そしてレトロポゾン化によるゲノムへの新規
遺伝子の付加が生物の進化にどのような影響を与えてき
たのかを探ることを本研究の目的とする。

〈2002 年度の研究の当初計画〉
1) マウス・ヒトにおいて存在する生殖細胞特異的発現を

示すレトロポゾン化した遺伝子について体系化しデー
タベースを構築する。

2) 他生物についてもマウス・ヒトにおける生殖細胞特異
的発現を示すレトロポゾン化した遺伝子について、そ
のorthologous geneの探索を行う。

〈2002 年度の成果〉
1) マウス・ヒトにおいて存在する生殖細胞特異的発現を

示すレトロポゾン化した遺伝子について体系化を進め
データベースを構築した
(http://dtbcog.gen-info.osaka-u.ac.jp/)。

〈国内外の成果の位置づけ〉
レトロポゾン化した遺伝子の大半はpseudo化してしま

う。その中でpseudo化することなくアクティブな活性を
持った遺伝子としてゲノムに適応したイントロンレス遺
伝子の１個１個に関しては多くの優れた研究がされてき
た。しかし、これまでにその発現部位を含め、それらを
体系化し整理し共通性や何らかの特徴を見出そうとした
研究はこれまでになかった。吉村は精巣特異的発現を示
す遺伝子の研究からレトロポゾン化した遺伝子は多くが
精巣で発現するが、それらに1.糖代謝系に関与する遺伝
子群は解糖系に関与するものに限られている。2.精巣特
異的発現を示すレトロポゾン化した遺伝子の進化速度は
ユビキタスな発現を示す遺伝子よりも速い。など興味深
い解析結果を見出し国内外の学会で発表すると同時に、
それらのデータをまとめたデータベースを立ち上げ公開
した。このデータベースは国内外で高く評価されており、
これをもとに米国ジャクソン研究所が立ち上げている卵
巣特異的発現を示す遺伝子群との比較や、他生物種の研
究者と同様のレトロポゾン化した遺伝子を探索する共同
研究を発展させるベースとなっている。

〈達成できなかったこと、予想外の困難、その理由〉
他生物種におけるレトロポゾン化遺伝子の探索におい

て、容易にできると考えていたD.melanogasterやフグに
おけるマウス・ヒトで共通する相同な遺伝子の探索が予
想外に困難であった。これはアノテーションに頼った検

索を行ったため、それがD.melanogasterやフグのデータ
ベースにおいては完全でなかったことに起因した。

〈今後の課題〉
D.melanogasterやフグにおけるレトロポゾン化遺伝子

の探索に関しては、共同研究で現在業績の上がりつつあ
るホヤにおけるデータを参照しながらホヤでレトロポゾ
ンであることが確認された遺伝子を中心に進める。また
プログラムを既存のものを利用、あるいは独自に組みな
おしてゲノムシークエンスデータそのものを利用して探
索をやり直す。

〈成果公表リスト〉
データベース
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Database for testis and brain co-expressed genes in
mammalian species (DTBCOG)

（http://dtbcog.gen-info.osaka-u.ac.jp/）


